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朝
鮮
半
島
お
よ
び
満
州
を
め
ぐ
る
対

立
か
ら
、
１
９
０
４
年
２
月
に
始

ま
っ
た
日
露
戦
争
。
そ
の
開
戦
直
後
か
ら
、

日
本
を
激
し
く
非
難
す
る
ロ
シ
ア
の
対
外

宣
伝
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
中
立
的
な
立
場
に
あ
っ

た
各
国
に
対
し
て
、「
宣
戦
布
告
前
の
先
制

攻
撃
は
国
際
法
に
反
す
る
」
と
い
っ
た
ロ

シ
ア
政
府
に
よ
る
戦
略
的
な
情
報
活
動
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア

側
の
活
動
に
つ
い
て
、「（
日
本
に
と
っ
て
）

重
大
ノ
損
害
ヲ
及
ボ
ス
ノ
所
ア
リ
」
と
指

摘
し
、
広
報
戦
略
の
重
要
性
を
い
ち
早
く

認
識
し
た
の
が
、
当
時
の
駐
独
特
命
全
権

公
使
・
井
上
勝
之
助
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
新
聞
に
転
載
さ
れ
た

末
松
広
報
特
使
の
記
事
に
着
目

　

実
際
に
、
情
報
収
集
と
対
外
広
報
に
関

す
る
井
上
の
活
動
は
ひ
と
き
わ
熱
心
な
も

ヨ
ー
ロッ
パ
の
情
報
収
集
の
達
人

井
上 
勝
之
助  

初
代
駐
独
大
使 

外
交
史
家
・
法
学
博
士  

松
村
正
義

（写真・『世外井上公傳』第 5 巻（内外書籍）より）

　
決
断
の
時
・
知
ら
れ
ざ
る
外
交
官
の
舞
台
第
6
回

【いのうえ・かつのすけ（1861～1929）とその時代】1894 年日清戦争。
1895 年日清講和会議、下関条約。1898 年井上、駐独特命全権公使。
1902 年日英同盟。1904 年日露戦争。1914 年第 1 次世界大戦。1915
年対華二十一箇条要求。1919 年パリ講和会議。1929 年井上死去。
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の
で
あ
っ
た
。

　

開
戦
か
ら
４
カ
月
経
過
し
た
６
月
15
日
、

朝
鮮
半
島
お
よ
び
遼
東
半
島
で
連
戦
連
勝

を
続
け
る
日
本
軍
の
後
方
を
脅
か
す
か
の

よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
艦

隊
が
対
馬
海
峡
へ
躍
り
出
て
、
日
本
の
陸

軍
輸
送
船
数
隻
を
撃
沈
破
す
る
と
い
う
事

件
が
突
発
す
る
。
こ
う
し
た
予
断
を
許
さ

な
い
戦
況
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に

対
す
る
広
報
活
動
の
た
め
に
パ
リ
に
来
て

い
た
日
本
政
府
の
広
報
特
使
・
末
松
謙
澄

が
フ
ラ
ン
ス
の
有
力
新
聞
『
ル
・
タ
ン
』

の
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
の
だ

が
、
記
者
の
誘
導
尋
問
に
乗
せ
ら
れ
、「
両

国
に
親
交
の
あ
る
国
が
仲
介
に
入
る
な
ら

ば
、
日
本
は
こ
れ
を
拒
ま
な
い
」
と
、
講

和
問
題
に
ま
で
言
及
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
発
言
は
６
月
18
日
の
同
紙
で

報
ぜ
ら
れ
、
翌
19
日
に
は
ド
イ
ツ
の
新
聞

『
ケ
ル
ニ
ッ
シ
ェ
・
ツ
ア
イ
ツ
ン
グ
』
に
転

載
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
末
松
に
と
っ

て
は
不
運
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
の
あ
ら
ゆ
る
新
聞
は
も
と
よ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
新
聞
を
細
大
洩
ら

さ
ず
読
ん
で
い
た
駐
独
公
使
・
井
上
勝
之

助
の
目
に
、
末
松
の
記
者
会
見
記
事
が
留

ま
ら
な
い
は
ず
が
な
か
っ
た
。
井
上
は
東

京
の
小
村
寿
太
郎
外
相
に
電
報
し
、「
開
戦

後
ま
だ
４
カ
月
と
い
う
の
に
は
や
ロ
シ
ア

と
の
講
和
問
題
を
広
報
に
取
り
上
げ
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
照
会
し
た
。
そ
の
時

期
、
講
和
問
題
に
言
及
し
て
敵
国
に
弱
味

を
見
せ
る
こ
と
を
極
度
に
嫌
っ
て
い
た
小

村
外
相
は
、
す
ぐ
に
末
松
に
電
報
し
、
そ

の
記
事
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
新
聞
か
ら
取

り
消
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
を
東
京
へ

　

１
年
半
に
わ
た
っ
て
戦
わ
れ
た
日
露
戦

争
を
通
じ
て
、
当
時
54
公
館
を
数
え
た
わ

が
国
の
在
外
公
館
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

目
立
っ
て
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
を
し
か

も
多
量
に
東
京
へ
送
り
続
け
た
外
交
官
こ

そ
、ベ
ル
リ
ン
に
い
た
井
上
で
あ
っ
た
。井

上
に
よ
る
外
務
本
省
へ
の
電
信
報
告
が
最

も
機
敏
で
要
領
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
一
般
の
定
説
と
な
り
、
こ
と
に
重
要

な
事
項
を
め
ぐ
っ
て
は
か
つ
て
報
告
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
し
が
な
く
、
も
し
在
独
公

使
館
か
ら
何
の
報
告
も
な
け
れ
ば
、
そ
の

事
件
が
重
要
で
な
か
っ
た
こ
と
を
証
し
て

い
た
、
と
ま
で
信
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
井
上
自
身
も
、
そ
の
た
め
に
連
日

連
夜
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
恪
勤
し
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
毎
朝
１
日

も
欠
か
さ
ず
、
館
員
の
誰
よ
り
も
先
に
そ

の
日
の
ド
イ
ツ
の
主
な
新
聞
す
べ
て
に
目

を
通
し
た
。
そ
れ
ら
の
論
説
や
記
事
の
中

に
本
省
へ
報
告
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、

自
ら
英
訳
し
て
電
文
を
起
草
し
、
公
使
館
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へ
行
っ
て
館
員
に
手
渡
し
、
打
電
さ
せ
て

い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
わ
が

国
の
外
務
省
で
は
、
外
国
の
電
信
会
社
と

の
契
約
で
、
在
外
公
館
と
の
電
信
文
は
暗

号
電
文
も
含
め
て
英
文
で
行
わ
れ
て
い
た
。

大
蔵
省
勤
務
か
ら
外
務
省
へ

　

井
上
勝
之
助
は
、
１
８
６
１
年
７
月
11

日
に
長
州
藩
周
防
山
口
の
湯
田
村
で
長
州

藩
士
井
上
光
遠
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

明
治
新
政
府
成
立

後
の
１
８
７
１
年
３

月
に
は
、
11
歳
と
い

う
若
さ
で
大
蔵
省
か

ら
選
ば
れ
て
海
外
留

学
を
命
ぜ
ら
れ
、
ロ

ン
ド
ン
へ
渡
航
。
３

年
ほ
ど
の
勉
学
の
後
、

１
８
７
３
年
12
月
に

帰
国
し
た
。
５
年
後

の
１
８
７
８
年
に
叔
父
で
あ
る
井
上
馨
の

養
嗣
子
と
な
り
、
１
８
８
０
年
に
20
歳
で

大
蔵
省
に
入
省
、
翌
年
に
は
同
省
御
用
係

と
な
っ
た
。
同
省
の
商
務
局
や
銀
行
局
に

勤
務
し
、
１
８
８
３
年
１
月
に
山
縣
有
朋

の
媒
酌
で
小
澤
末
子
と
結
婚
し
た
。
同
年

12
月
に
は
大
蔵
省
権
少
書
記
官
に
任
ぜ
ら

れ
、
翌
年
６
月
に
大
蔵
省
の
調
査
課
長
と

な
っ
た
が
、
同
年
10
月
に
外
務
省
権
少
書

記
官
も
兼
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
外
務
省

の
会
計
局
兼
庶
務
局
に
勤
務
し
た
。

下
関
で
の
日
清
講
和
会
議
で

英
語
通
訳
と
し
て
活
躍

　

外
務
省
に
入
省
し
た
翌
年
の
３
月
に
は
、

条
約
改
正
係
を
命
ぜ
ら
れ
て
井
上
馨
を
秘

書
官
の
よ
う
に
補
佐
し
た
が
、
１
８
８
６

年
２
月
に
外
務
書
記
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
在

独
公
使
館
へ
赴
任
す
る
。
６
年
間
ベ
ル
リ

ン
に
あ
っ
て
品
川
弥
二
郎
、
西
園
寺
公
望

の
両
公
使
の
下
で
働
き
、
１
８
９
２
年
に

帰
朝
。
外
務
省
参
事
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
２

年
後
の
１
８
９
４
年
８
月
に
勃
発
し
た
日

清
戦
争
で
は
、
翌
年
３
月
～
４
月
に
下
関

で
開
催
さ
れ
た
日
清
講
和
会
議
で
両
国
全

権
間
の
正
式
交
渉
語
と
な
っ
た
英
語
の
通

訳
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

ド
イ
ツ
か
ら
有
益
な
情
報
を
多
数
送
る

　

そ
し
て
弁
理
公
使
の
職
を
経
て
、
１
８

日露戦争開始から4カ月、広報特使としてヨーロッパ
にあった末松がフランス『ル・タン』紙の取材に応じ
たが、その内容が講和問題にも及んでいたため、井
上の指摘から後日、取消文を各国紙に出すこととな
る。本史料は、その時の経緯を記したもの。（中３枚
略、外務省外交史料館所蔵）
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９
８
年
２
月
に
は
特
命
全
権
公
使
に
任
ぜ

ら
れ
、
社
交
的
で
才
色
兼
備
の
末
子
夫
人

を
伴
い
、
再
び
ド
イ
ツ
へ
赴
任
す
る
。
そ

の
６
年
後
の
１
９
０
４
年
に
日
露
戦
争
が

勃
発
す
る
や
、
井
上
の
活
躍
は
目
覚
ま
し

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
圏
へ
の
対
外
広
報
に

つ
い
て
は
、ベ
ル
リ
ン
に
在
住
さ
せ
た“
お

雇
い
外
国
人
”の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ー

ボ
ル
ト
を
使
っ
て
活
動
さ
せ
る
か
た
わ
ら
、

彼
自
身
も
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
情
報
の
収
集
と
そ
れ
ら
の
本
省

へ
の
報
告
に
専
念
し
た
。
実
際
に
も
日
露

戦
争
開
戦
直
後
の
２
月
15
日
に
は
、
小
村

外
相
か
ら
井
上
の
い
る
在
独
公
使
館
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
用
の
情
報
基
地
と
す

る
旨
の
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
シ
ー
ボ

ル
ト
の
存
在
と
と
も
に
有
益
な
情
報
を
数

多
く
本
省
へ
送
っ
た
井
上
の
実
績
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

在
任
中
の
井
上
は
、
任
国
の
ド
イ
ツ
語

を
十
分
理
解
し
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
政
府

と
の
交
渉
に
は
決
し
て
ド
イ
ツ
語
を
使
用

せ
ず
、す
べ
て
英
語
で
行
っ
た
と
い
う
。ド

イ
ツ
語
で
交
渉
を
行
え
ば
、
折
衝
相
手
の

ド
イ
ツ
人
に
は
有
利
に
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
相
互
に
母
国
語
で
な
い
英
語
を
使

用
す
れ
ば
平
等
の
立
場
で
交
渉
で
き
る
と

い
う
の
が
、井
上
の
考
え
で
あ
っ
た
。も
っ

て
範
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

初
代
の
駐
ド
イ
ツ
大
使
に

　

日
露
戦
争
終
結
後
の
１
９
０
６
年
１
月
、

在
独
公
使
館
の
大
使
館
昇
格
に
伴
っ
て
、

井
上
自
身
も
初
代
の
駐
独
特
命
全
権
大
使

に
任
命
さ
れ
た
。
井
上
は
、
同
年
11
月
に

は
そ
の
任
を
解
か
れ
帰
朝
し
た
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
井
上
の
活
躍
を
た
た
え
、

翌
１
９
０
７
年
２
月
に
財
界
の
大
御
所
・

渋
沢
栄
一
ら
が
明
治
座
で
盛
大
な
歓
迎
会

を
催
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
１
９
１
３
年
２
月
に
再
び

特
命
全
権
大
使
と
し
て
英
国
へ
赴
任
す
る
。

翌
年
７
月
に
勃
発
し
た
第
１
次
世
界
大
戦

で
は
、
対
華
二
十
一
箇
条
要
求
問
題
や
日

本
の
参
戦
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
、
困
難
な

英
国
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
１
９
１
６

年
６
月
に
帰
朝
し
、
枢
密
顧
問
官
な
ど
を

務
め
、
１
９
２
９
年
1
月
に
死
去
。
享
年

69
歳
で
あ
っ
た
。
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